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る こ と を 示 し て い る 。 性 能 評 価 で は 前 章 で 使 用 し た 関 数 近 似 に 加 え て 、





を比較した結果、提案手法では 1 .56×10 - 5、多層パーセプトロンでは 1 .16×
10 - 3、ラディアル基底関数ネットワークでは 1 .70×10 - 3 となり、また、時系
列予測をパラメータ数 277 個の条件下で平均二乗予測誤差を比較した結果、
提案手法では 5 .87×10 - 6、多層パーセプトロンでは 1 .67×10 - 5、ラディアル









 第 2 章と第 3 章では、静的な人工ニューラルネットワークのマルチブラン
チ構造を検討しているが、第 4 章では動的な人工ニューラルネットワーク




 ランチ RNNs を提案し評価している。まず、マルチモジュール・マルチブラ
ンチ RNNs ではパラメータ数を大幅に削減可能であることを明らかにしてい
る。次に、Mackey -Glass の時系列予測問題を使用して提案方式を評価した
結果、6 ブランチの提案手法では 1 .40×10 - 6、３ブランチの提案手法では 2 .73












の性能評価を行うため、各業種からランダムに選択した 6 銘柄の 2002 年か
ら 2004 年までの株価データを使用して、株価の予測と株の売買のシミュレ
ーションを行った。その結果、株価の変動によりばらつきはあるが、 3 年間
の平均利益率については、提案方式が Buy and  Hold 手法より約 46％高くな
ることを明らかにしている。  
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